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・ ６月のユーロ圏の総合ＰＭＩの速報値は47.5と前月から15.6ポイント改善、観測史上で最悪の水

準を記録した４月の13.6から２ヵ月連続で大きく切り返した。コロナ危機発生前の水準には届か

ず、好不況の分岐点である50を依然として下回っているが、通常の景気悪化時の水準に戻った。 

・ 総合ＰＭＩを構成する２項目の内訳は、製造業の産出指数（製造業ＰＭＩの構成項目の１つ）が

４月：18.1→５月：35.6→６月：48.2に、サービス業活動指数（サービス業ＰＭＩ）が12.0→

30.5→47.3に一段と上昇。また、製造業ＰＭＩの構成５項目は、産出（18.1→35.6→48.2）、新

規受注（18.8→29.4→45.2）、雇用（35.8→37.6→41.3）が上昇した一方、中間財在庫（48.9→

48.1→48.1）が前月から横ばい、入荷遅延（25.1→37.3→45.0）が全体計数を押し下げた（財需

給の緩和を意味し、指数計算時には100から除した値を用いる）。 

・ 国別・業種別には、ドイツが製造業（34.5→36.6→44.6）、サービス業（16.2→32.6→45.8）が

一段と上昇し、フランスでは製造業（31.5→40.6→52.1）、サービス業（10.2→31.1→50.3）が

何れも50超に復帰した。ここから逆算して、確報値で公表されるイタリアやスペインの製造業・

サービス業ＰＭＩは40台後半に上昇した公算が大きい。 

・ 欧州各国が経済正常化に向けて段階的な移動制限を解除しており、今月のＰＭＩは全般に危機的

な落ち込みから平時の景気悪化時まで水準を戻した。フランスで好不況の分岐点である50超を記

録したが、今後はその他の国でも50超への復帰が視野に入るかに注目。50超を回復した後は、回

復の持続力が問われることになる。 
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